
第４回
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本日の講義内容

アダム・スミスという人のお話し

 先週のニュースから

 アダムスミスという人

 『国富論』

市場の自動調整機能

市場の失敗
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先週のニュースから
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先週のニュースから

アメリカでの政府機関業務再開（10/17）
 医療制度改革について

推進派：民主党（オバマ大統領etc.、大きな政府志向）

反対派：共和党（議会多数派、小さな政府志向）

 連邦債務の上限引き上げ

 今年度暫定予算案

議会多数派の共和党の反対により、政府機関閉鎖

先週、両党が合意したことで政府業務が正常化
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アダム・スミス（1723-1790）という人

スコットランド人

 産業革命（1760-1830）前
半期に生きた人

『国富論』を書いた人

 「小さな政府」を主張

「近代経済学の父」

「現代の経済」「現代と経済」 4

『国富論』

重商主義批判

 「お金より労働による消費が重要」

分業の重要性を指摘

 社会全体の生産性上昇に重要

「神の見えざる手」

 市場メカニズムへの信頼
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重商主義批判

重商主義（=貯金主義）

 「お金の蓄積が国を豊かにする」という考え方。

お金の蓄積のために、輸出奨励＋輸入規制→管理貿易

労賃を低く抑えて企業利益を高く

国富論の考え方

 労働の生産力による消費の拡大が国を豊かに

輸出とともに輸入をも奨励→自由貿易

労賃を高くして消費を増やす
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分業の重要性
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すべてを1人でやるのは大変
→だから社会的分業

神の見えざる手
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「市場メカニズムですべてうまくいく」

 各個人は自分の利益だけ考えていても、

 市場メカニズム（需給関係）が働いているならば、

 結果として経済はうまくいく→小さい政府

国富論

市場メカニズムが働かないケース

 政府の役割

国防

司法行政

公共施設の整備：上下水道etc.

 市場の失敗

独占：航空業界、携帯電話、放送業界

外部性：公害

情報の非対称性：中古車、住宅販売
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